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パーソナルモビリティの運転支援システムの研究開発

【三咲デザイン合同会社の研究開発成果】

研究開発テーマ名

令和２年９月  ～  令和３年８月実 施 期 間

三咲デザイン合同会社企  業  名

香川大学創造工学部  鈴木桂輔教授共 同 研 究 機 関

シニアカーに代表される電動車椅子などの一人乗り電動カー（パーソナルモビリティ）を安全に利用する
ための運転支援システム（障害物を検出して自動停止する装置）の開発を行いました。既存の電動カーに
後から取り付けられる仕組みとしました。また、香川県では用水路などの側溝への転落事故が多いことか
ら、側溝等段差検出技術を開発し、側溝転落前に停止できる機能の開発に取り組みました。

・運転支援システムの試作 
路外逸脱による転落や、対人・対物への衝突を使用者の注意に頼らない方法で防ぐために、使用者によ
る運転操作信号(電圧値)を制御ユニットで取り込んで、センサーからの信号に応じて、停止すべき場合に
は、運転操作信号をカットして、車両を停止させるシステムを試作しました。 

・側溝等段差検出・警報装置の開発と受容性評価 
距離センサを用いた側溝等段差検出・警報装置を試作しました（図１）。
本装置は、屋外環境であっても頑健に段差を検出することができ、段差検出時に電子ブザーで警報を出す
機能を持っています。

実際の側溝のある道路にて、側溝等段差検出・警報装置に対する使用者の受容性評価を行いました。
VAS(Visual Analog Scale)を用いた主観評価実験の結果、側溝までの距離が約 50cm になった時点
で警報を発することが最も望ましいことが分かりました（図２）。

【本研究内容に関する問合せ先】
香川県高松市林町 2217-16 FROM 香川 4a
三咲デザイン合同会社
（URL: https://misaki-design.co.jp）

担当：高松開発スタジオ　小田
TEL：087-880-7090
E-mail：keita.oda@misaki-design.co.jp
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図２  VAS(Visual Analog Scale)を用いた主観評価実験

図１  試作した側溝等段差検出・警報装置

CNF高配合成形部材の開発

【株式会社山本鉄工所の研究開発成果】

研究開発テーマ名

令和２年９月  ～  令和３年８月実 施 期 間

株式会社山本鉄工所企  業  名

徳島県立工業技術センター共 同 研 究 機 関

CNFは植物繊維由来であることから、生産・廃棄に関する環境負荷が小さく、軽量で高弾性率が特徴で
あり、構造部材、断熱材、防音材、防振材等の汎用品への展開が期待されている。そこで、汎用的に使用
できる中間素材『CNF高配合成形部材』の開発を目指す。CNFは水分散体で保水性が高く、脱水方法
や乾燥方法に課題を有していた。今回、これらの課題を解決し、生産性の高いCNF高配合成形部材の
製造方法を確立させる。

研究開発の結果、以下の成果が得られた。

1.保水性の高いCNFの脱水効率を上げるため濾水向上剤を0.4%添加した所、濃縮時間(1％から10%)

をブランクの3分の1程度まで短縮させることができた。

2.CNFの比率について、CNF80%までの成形部材を脱水・成形させることができた。

3.CNF成形部材の乾燥について、脱水後の成形部材を熱プレス機で乾燥させることで、乾燥時間を従来

の10時間以上から1時間弱まで短縮することができた。

4.原料の投入量が増えることで、引張強度等の物性が段階的に上昇したが、これは投入量増加による密

度増加が要因と考えられる。

5.CNFの比率を増やすことで、引張応力が約2倍、弾性率が約1.3倍増加した。

6.CNFの含有率が増加することで、高強度の成形部材が出来上がる事が分かった。

【本研究内容に関する問合せ先】
徳島県小松島市金磯町８番９０号 
株式会社山本鉄工所
（URL: http://www.yg.byf.co.jp/index.php）

担当：営業部　係長　大野
TEL：0885-32-1760
E-mail：oono@yg.byf.co.jp
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図　CNF成形部材強度試験結果
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